
３
月
29
日
に
告
示
さ
れ
た
県

議
会
議
員
選
挙
（
東
７
区
・
春

日
部
市
区
・
定
数
３
）
で
、
日

本
共
産
党
の
秋
山
文
和
さ
ん
は

無
投
票
で
再
選
を
果
た
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
連
続
当
選

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

白
土
幸
仁
さ
ん
（
自
由
民
主

党
）
、
権
守
幸
男
さ
ん
（
公
明

党
）
も
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

秋
山
文
和
さ
ん
は
、
当
選
の
知

ら
せ
を
受
け
て
、
「
市
議
・
県
議

35
年
の
経
験
を
生
か
し
て
、
み
な

さ
ん
に
示
し
た
消
費
税
増
税
ス

ト
ッ
プ
、
高
す
ぎ
る
国
保
税
引

き
下
げ
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
願
い
に
応
え
る
と
と
も
に
、

平
和
と
く
ら
し
・
福
祉
を
守
る

た
め
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。
」

と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

消
費
税
増
税
の
根
拠
が
総
崩
れ

す
る
な
ど
、
安
倍
政
治
の
大
破
綻

と
行
き
詰
ま
り
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
の
連
続
選
挙
（
統
一
地
方

選
挙
・
参
議
院
選
挙
）
は
、
日
本

の
命
運
を
分
け
る
た
た
か
い
で
す
。

連
続
選
挙
で
の
市
民
と
野
党
共

闘
の
勝
利
、
日
本
共
産
党
の
躍
進

は
、
安
倍
自
公
政
権
の
「
３
分
の

２
」
体
制
を
崩
し
、
さ
ら
に
少
数

に
追
い
落
と
し
、
安
倍
政
治
を
終

わ
ら
せ
て
日
本
に
民
主
政
治
を
取

り
戻
す
、
ま
た
と
な
い
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

14
日
告
示
、
21
日
投
票
で
、
統

一
地
方
選
挙
の
後
半
戦
が
行
わ
れ

ま
す
。
日
本
共
産
党
東
部
北
地
区

で
は
６
市
に
14
名
が
立
候
補
し
２

名
増
を
め
ざ
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
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秋
山
文
和
さ
ん
再
選

平
和
と
く
ら
し
守
る
貴
重
な
議
席

公
約
実
現
に

全
力
を
つ
く
し
ま
す
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県 議 選

結果報告

「無投票当選」にバンザイ(3月29日)

県議選当選者

東第７区（春日部市区）

定数３名、立候補３名

無投票で当選

秋山文和 71現（日本共産党)

（社会民主党春日部総支部推薦）

白土幸仁 45現（自由民主党)

権守幸男 47現（公 明 党)

日
本
共
産
党
参
院
選
予
定
候
補

伊藤 岳
(埼玉選挙区)

梅村さえ子
(比例代表)

前衆議院議員

参
院
選
勝
利
で

安
倍
政
治
サ
ヨ
ナ
ラ
の
年
に



 
 

          

            

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系   小児救急電話相談 #7119 

４／７(日)  三須医院（内科系）粕壁東 1-11-12 ℡752-2200 

      安達医院（小児科系）栄町 3-287 ℡761-6398 渡辺ｸﾘﾆｯｸ（外科系）上蛭田 128 ℡754-3666 

４／１４(日)  豊春内科小児科ｸﾘﾆｯｸ（小児科系）上蛭田 681 ℡760-2300 

       東都春日部病院（内科系）大畑 652-7 ℡739-2000 東都春日部病院（外科系）大畑 652-7 ℡739-2000 

 

 

 

休
日
の
当
番
医 
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３
月
11
日
、
坂
巻
か
つ
の
り

議
員
は
３
月
定
例
市
議
会
一
般

質
問
で
、
①
教
職
員
の
異
常
な

長
時
間
労
働
の
是
正
を
②
子
ど

も
を
虐
待
か
ら
守
る
の
は
社
会

の
責
務
、
の
２
点
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。 

     

埼
玉
県
の
調
査
に
よ
る
と
、

本
市
の
月
平
均
の
残
業
時

間
は
、
小
学
校
で
は
約

75
時

間
、
中
学
校
で
は
約

70
時
間

で
し
た
。 

 

第２２７２号 
号 

週刊 
     

教
員
の
長
時
間
労
働
の
源
因
の

一
つ
は
残
業
手
当
が
支
払
わ
れ
て

い
な
い
事
に
あ
り
ま
す
。 

公
立
学
校
の
教
員
は
４
％
の
教

職
調
整
額
を
上
乗
せ
す
る
だ
け
で

残
業
代
は
ゼ
ロ
で
す
。
そ
の
為
、
何

時
間
残
業
し
た
の
か
分
か
ら

な
い
状
態
が
続
き
、
長
時
間
労

働
が
野
放
し
に
な
り
ま
し
た
。 

 

割
増
賃
金
を
支
払
う
残
業
代

の
制
度
は
、
長
時
間
労
働
に
歯

止
め
を
か
け
る
仕
組
み
で
す
。

そ
の
適
用
除
外
が
誤
り
だ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
で
残
業
代

を
支
払
う
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
教
員
の
長
時
間
労
働
解

消
に
は
、
授
業
コ
マ
数
の
削
減
も

必
要
で
す
。
以
前
は
１
日
の
勤
務

時
間
８
時
間
の
う
ち
、
４
時
間
を

授
業
に
あ
て
、
残
り
４
時
間
を
授

業
準
備
や
、
そ
の
他
校
務
に
充
て 

 

 

教
員
の
長
時
間
労
働
是
正
を 

  
 

 
 

教
員
定
数
の
大
幅
増
が
必
要
！ 

２
０
１
７
年
度
の
全
国
児
童
相

談
所
で
の
対
応
件
数
は
13
万
４
千

件
と
過
去
最
高
で
し
た
。
児
童
虐
待

防
止
法
が
制
定
さ
れ
た
２
０
０
０

年
度
の
１
万
８
千
件
か
ら
７
倍
以

上
に
激
増
し
て
い
ま
す
。 

本
市
を
管
轄
す
る
越
谷
児
童
相

談
所
の
相
談
件
数
も
増
加
し
て
お

り
、
特
に
本
市
か
ら
の
相
談
件
数
は

２
年
間
で
２
倍
以
上
の
増
加
で
す
。 

 

坂
巻
議
員
は
「
児
童
虐
待
防
止
に

は
早
期
対
応
が
必
要
。
本
市
に
も
児

童
相
談
所
設
置
を
」
と
求
め
ま
し
た
。 

 

坂巻かつのり議員一般質問 

[サイドバーは、テキストの重要なポイ

ントを強調したり、スケジュールなどの

情報を追加して簡単に参照できるよう

にしたりするのに便利です。 

これらは通常、ページの左側、右側、上

部、または下部に配置されますが、ドラ

ッグして好きな位置に簡単に動かせま

す。 

内容を追加する準備ができたら、ここを

クリックして入力を始めましょう。] 

 

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
員
の

増
員
無
し
に
コ
マ
数
を
増
や
し
た

為
に
、
勤
務
時
間
内
に
仕
事
を
終

え
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
残

業
が
増
え
ま
し
た
。 

 

坂
巻
議
員
は
「
教
員
の
異
常
な

長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
に
は
、

教
員
定
数
増
を
国
に
求
め
、
授
業

コ
マ
数
の
削
減
が
必
要
」
と
求
め

ま
し
た
。 

 

石
川
市
長
は
「
教
職
員
の
働
き

や
す
い
環
境
作
り
に
向
け
支
援
し

ま
す
」
と
答
弁
す
る
の
み
で
し
た
。 

    

千
葉
県
野
田
市
で
起
き
た
児
童

虐
待
は
、
犠
牲
に
な
っ
た
女
児
が
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
て
い
た
だ
け
に
、
無

念
な
思
い
が
募
り
ま
す
。 

春
日
部
市
で
も
２
０
１
１
年
８

月
に
５
歳
男
児
が
虐
待
に
よ
り
死

亡
す
る
事
件
が
あ
り
、
決
し
て
他
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

い
く
ら
残
業
し
て
も 

教
員
は
残
業
手
当
ゼ
ロ 

児
童
虐
待
対
応
件
数 

７
年
で
７
倍
に
！ 

越谷児童相談所(草加支所含む)虐待相談件数

年度
相談件

数

内春日

部分

児童福

祉司数

１人あたり

担当件数

2015 1,494 167 32 47

2016 2,174 351 31 70

2017 2,352 396 33 71
 


